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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第70期

第３四半期
連結累計期間

第71期
第３四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 4,771,289 4,632,947 6,401,499

経常利益 (千円) 23,809 127,966 30,674

親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期
(当期)純損失(△)

(千円) △224,354 69,305 △216,496

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △432,022 △21,493 △477,794

純資産額 (千円) 9,421,395 9,253,716 9,372,187

総資産額 (千円) 11,244,564 10,847,088 11,118,296

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期(当期)純損失(△)

(円) △162.95 50.34 △157.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 77.4 79.1 78.0
 

 

回次
第70期

第３四半期
連結会計期間

第71期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) △19.56 4.79
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第70期第３四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純損失(△)の大幅な増加は、本社社屋建替え

に係る事業所改築関連費用の計上等によるものであります。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 (1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善を背景に引き続き回復基調で推移しまし

たが、米中の貿易摩擦、日韓関係の悪化、英国のEU離脱問題や中東情勢の緊迫等、わが国を取り巻く国際情勢の不透

明感は一層強まっております。

当社グループが関連するアパレル・ファッション業界や手芸関連業界におきましては、自然災害に加えて、消費税

率の改定や暖冬傾向の影響もあって消費マインドは低調で節約志向も一層強まる傾向にあり、国内消費は全般に低調

に推移しました。

当社グループでは2019年の春以降の販売価格の改正により販売単価は上昇したものの、上述の影響を受けての受注

の低調や為替レート変動の影響もあって、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,632百万円（前年同期比2.9％減）

となりました。

一方利益面につきましては、売上高減少による減益要因はあるものの、販売価格改正による利益率の改善や人件費

を含めた販管費の減少もあって、営業利益は58百万円（前年同期は35百万円の損失）、経常利益は127百万円（前年同

期比437.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は69百万円（前年同期は224百万円の損失）となりました。

なお、前年同期の親会社株主に帰属する四半期純損失につきましては、旧本社建替えの意思決定に伴う減損損失お

よび事業所改築関連費用を含め、合わせて205百万円の特別損失を計上したことが主な要因となっております。

 
当第３四半期連結累計期間におけるセグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

 

　日本

当期間は、台風や豪雨などの自然災害に加えて、2019年10月の消費税率改定や暖冬傾向の影響もあって、特に当社

グループが関連するアパレル・ファッション業界や手芸関連業界におきましては、消費マインドは低調で節約志向が

一層強まり、国内消費も全般に低調に推移しました。

当社グループにおきましては、当第３四半期連結累計期間には、当社は2019年４月から12月まで、国内子会社は

2019年２月から10月までの業績が連結されていることや、それぞれの事業分野も異なるため、状況は各社ごとに相違

が見られますが、2019年の春以降に実施した価格改正による増収要因があるにもかかわらず、上述の影響を最も大き

く受けている当社の受注の低調が響いて当セグメントの売上高は3,663百万円（前年同期比1.4％減）となりました。

一方利益面につきましては、当社の売上高減少による減益要因はあるものの、販売価格改正による利益率の改善や

販管費の減少などにより、前年同期からは大幅に改善し、セグメント損失は11百万円（前年同期は107百万円の損失）

となりました。
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アジア

当セグメントに属するすべての海外子会社は、事業年度の末日を12月末日と定めており、当第３四半期連結累計期

間には、2019年１月から９月までの業績が連結されております。

これにより、当社とは３ヶ月のずれがあることから、日本セグメントの状況とは異なりますが、当期間におきまし

ても日本国内の衣料品消費の低調に伴い、同地域における日本向け衣料品の生産は全体として慎重で抑制傾向が続

き、当社グループの主力である日本向け衣料品用縫い糸の受注も伸び悩みや回復遅れが続きました。なかでも中国に

おきましては、米国との貿易摩擦問題や国内経済の減速により、縫製業全般の事業環境はアジア地域の他国以上に厳

しさが増しております。

また、当社グループの中国生産子会社におきましても、日本同様、様々なコストアップを吸収すべく、販売価格の

改正を実施いたしましたが、前述の事業環境下、販売競争の一層の激化に加えて、為替換算レート変動の影響も加

わって、当セグメントの売上高は969百万円（前年同期比8.3％減）となりました。

一方利益面につきましては、売上高の減少に伴う減益要因もありましたが、利益率の改善や販管費の減少等により

セグメント利益は78百万円（前年同期比10.1％増）となりました。

 
財政状態の状況は、次のとおりです。

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて271百万円減少し、10,847百万円となり

ました。主な増減は、電子記録債権の増加89百万円、たな卸資産の増加184百万円、有形固定資産の増加105百万円が

あったものの、現金及び預金の減少440百万円、受取手形及び売掛金の減少224百万円などがありました。

負債は、前連結会計年度末に比べて152百万円減少し、1,593百万円となりました。主な増減は、賞与引当金の減少

31百万円、事業所改築関連費用引当金の減少105百万円などがありました。

純資産は、前連結会計年度末に比べて118百万円減少し、9,253百万円となりました。主な増減は、為替換算調整勘

定の減少111百万円などがありました。

 
 (2) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は45百万円であります。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,989,000

計 3,989,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2020年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,468,093 1,468,093
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、100株
であります。

計 1,468,093 1,468,093 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年10月１日～
2019年12月31日

― 1,468,093 ― 923,325 ― 758,014
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

　　2019年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― 　　　　　　　　― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― 　　　　　　　　― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 91,300
 

　　　　　　　　― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,372,700
 

13,727 ―

単元未満株式 普通株式 4,093
 

　　　　　　　　― ―

発行済株式総数 1,468,093 　　　　　　　　― ―

総株主の議決権 　　　　　　　　　― 13,727 ―
 

 (注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式85株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

　(自己保有株式)
株式会社フジックス

京都府京都市下京区
室町通高辻上る山王町
569番地

91,300 ― 91,300 6.22

計 ― 91,300 ― 91,300 6.22
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,939,405 2,499,271

  受取手形及び売掛金 ※  1,518,322 ※  1,294,303

  電子記録債権 ※  143,489 ※  232,586

  たな卸資産 2,646,168 2,830,543

  その他 115,414 82,448

  貸倒引当金 △11,843 △12,032

  流動資産合計 7,350,957 6,927,120

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,545,821 1,455,797

   その他（純額） 829,817 1,025,419

   有形固定資産合計 2,375,639 2,481,216

  無形固定資産   

   その他 248,003 211,652

   無形固定資産合計 248,003 211,652

  投資その他の資産   

   投資有価証券 866,781 891,472

   その他 288,846 347,211

   貸倒引当金 △11,931 △11,586

   投資その他の資産合計 1,143,697 1,227,097

  固定資産合計 3,767,339 3,919,967

 資産合計 11,118,296 10,847,088

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 460,677 451,549

  未払法人税等 14,504 23,764

  賞与引当金 58,621 26,625

  事業所改築関連費用引当金 105,730 ―

  資産除去債務 13,000 5,169

  その他 241,937 231,236

  流動負債合計 894,470 738,345

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 203,502 215,877

  退職給付に係る負債 105,521 98,059

  資産除去債務 39,492 34,322

  その他 503,122 506,766

  固定負債合計 851,638 855,026

 負債合計 1,746,109 1,593,371
 

 

EDINET提出書類

株式会社フジックス(E00610)

四半期報告書

 8/16



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 923,325 923,325

  資本剰余金 758,014 758,014

  利益剰余金 6,640,052 6,621,496

  自己株式 △109,136 △109,249

  株主資本合計 8,212,254 8,193,586

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 254,774 271,992

  為替換算調整勘定 300,829 189,035

  退職給付に係る調整累計額 △98,136 △79,832

  その他の包括利益累計額合計 457,466 381,195

 非支配株主持分 702,465 678,934

 純資産合計 9,372,187 9,253,716

負債純資産合計 11,118,296 10,847,088
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 4,771,289 4,632,947

売上原価 3,498,870 3,313,136

売上総利益 1,272,418 1,319,810

販売費及び一般管理費 1,307,652 1,261,605

営業利益又は営業損失（△） △35,233 58,205

営業外収益   

 受取利息 6,894 9,631

 受取配当金 25,678 27,604

 賃貸料収入 12,392 17,437

 売電収入 8,403 7,796

 その他 27,249 27,113

 営業外収益合計 80,617 89,583

営業外費用   

 支払利息 1,843 423

 租税公課 ― 4,165

 賃貸料収入原価 13,381 7,178

 売電費用 4,910 5,322

 その他 1,438 2,733

 営業外費用合計 21,573 19,822

経常利益 23,809 127,966

特別利益   

 固定資産売却益 334 852

 投資有価証券売却益 9,936 ―

 特別利益合計 10,271 852

特別損失   

 固定資産売却損 3,817 647

 固定資産除却損 3,547 3,537

 減損損失 74,843 ―

 事業所改築関連費用 123,029 854

 特別損失合計 205,238 5,039

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△171,156 123,779

法人税、住民税及び事業税 36,490 32,857

法人税等調整額 4,626 1,892

法人税等合計 41,116 34,750

四半期純利益又は四半期純損失（△） △212,273 89,029

非支配株主に帰属する四半期純利益 12,080 19,723

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△224,354 69,305
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △212,273 89,029

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △110,450 17,218

 為替換算調整勘定 △126,070 △146,045

 退職給付に係る調整額 16,771 18,304

 その他の包括利益合計 △219,749 △110,522

四半期包括利益 △432,022 △21,493

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △415,569 △6,964

 非支配株主に係る四半期包括利益 △16,453 △14,528
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

  ※　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(2019年12月31日)

受取手形 9,646千円 3,008千円

電子記録債権 9,602千円 9,985千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額は、次のとおり

であります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日

 至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日

 至 2019年12月31日)

減価償却費 185,149千円 171,967千円

負ののれんの償却額 3,064千円 2,043千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 86,054 62.5 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 86,048 62.5 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社フジックス(E00610)

四半期報告書

12/16



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    　　　(単位：千円)

 
報告セグメント

調整額

(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２日本 アジア 計

売上高      

 外部顧客への売上高 3,713,877 1,057,411 4,771,289 ― 4,771,289

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
254,824 535,463 790,287 △790,287 ―

計 3,968,701 1,592,874 5,561,576 △790,287 4,771,289

セグメント利益又は損失(△) △107,052 70,958 △36,093 860 △35,233
 

　(注) １．セグメント利益又は損失の調整額860千円は、セグメント間取引消去によるものです。

　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　(固定資産に係る重要な減損損失)

　「日本」セグメントにおいて、当社の本社社屋建替えの意思決定により、仮事務所へ移転したことに伴い、取り

壊し予定の資産の帳簿価額の全額および仮事務所の資産の帳簿価額と回収可能額との差額を減損損失として特別損

失に計上しております。当該事象による減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては74,542千円で

あります。

 
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    　　　(単位：千円)

 
報告セグメント

調整額

(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２日本 アジア 計

売上高      

 外部顧客への売上高 3,663,536 969,410 4,632,947 ― 4,632,947

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
210,171 504,837 715,009 △715,009 ―

計 3,873,707 1,474,248 5,347,956 △715,009 4,632,947

セグメント利益又は損失(△) △11,634 78,102 66,467 △8,262 58,205
 

　(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△8,262千円は、セグメント間取引消去によるものです。

　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

△162円95銭 50円34銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△224,354 69,305

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損
失(△)(千円)

△224,354 69,305

普通株式の期中平均株式数(株) 1,376,810 1,376,719
 

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2020年２月14日

株式会社フジックス

取締役会  御中

　

三優監査法人
 

　
指 定　社 員

業務執行社員
 公認会計士 坂　下　藤　男 印

 

　
指 定　社 員

業務執行社員
 公認会計士 米　﨑　直　人 印

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジッ

クスの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジックス及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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